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               日

第一革緒  言

第二軍實験方法

第三草實験成績

 第一節牛血清ノ各型人血球二勤スル凝集

    慎二就テ

 第二節 正誰牛血清中二人血球ノ型特異性

    異極j組球凝集素が含有毛ヲレテヰ

    ルカ香カニ就テ

次

 第三節 生血清中二含有セラレル人血球ノ

    連レツエプトール」二勤スル型特

    異性凝集素二就テ

 第四飾人同種血球凝集繋ノ生血球ニョル

    吸着試験

第四章総括及縞諭

   文  厭

第一革緒   言

 種々ノ動物正常血清ガ人血球二対シテ兵ノ型ノ如何テ間ハズ，凝集作用ヲ星スル事ハ古ク

ヵラ知ラレテヰル鹿デアツテ之テ異種血球凝集作用ト呼ンデヰル．

 異種血球凝集素ノ凝集贋ガ英ノ際使用スル血球ノ個人的差異二体ル被凝集性テ遥二凌駕シ

テ血球ノ型二体ツチ著明ナ差異ノアル事二留意シ，之テ「型的差異」叉ハ「型特異的差異」ト名

ク種々ノ動物血清テ之ノ「型特異的差異」テ目標トシテ分類ヲ試ミラレル様ニナッテ來タ．

 牛血清ガ人血球二対シテ如何ナル凝集償ヲ有スルヵ文人血球ノ型二体ツチ所謂「型的差異」

ノ存否テ試ミタ賛験ハ1923年鳥居武雄〔i〕氏ガ3例ノ生血清二就テ，A型及AB型並球二対シ

テ少シク高ク，O型及思型血球二対シテ低イ凝集贋テ示ス事テ認メテ居リ，1927年深町穂積

氏｛2〕モ同棲ノ例藪二就テ實験チ試｛，英ノ間「型特異的差異」ヲ認メナカツタト報告シテ居

ル．1928年上道精一氏㈹ハ共ノ著，人血液型ノ血清化學的研究（第2回報告）二於テ11例ノ牛

血清ノ各型人血球二野スル凝集慎二就テ可成リ詳細二報告セラレタ．更二1930年宮崎捨吉氏

ωハ32例ノ午血清二就テ各型人血球二部スル凝集硬ヲ検シ，人同種血球凝集素二似タ異種血

球凝集素ノ有無二体ツチ生血液ノ性状ヲ，血清ハノ方面カラ概察シテ四種類二分類シダ．氏

ト前後シテ上道氏ωハ諸種ノ動物血清ノ各型人血球二釣スル凝集慣ヲ松シ，英ノ凝集便ノ「型

特異的塞異」ニヨッテ諸種動物血清八大鰹二於テ五種類二分類シ得ラレル事ヲ認メ，且ツ動物

ノ種圏ノ異テルニ從ツチ型的差異ノ護現スル頻度ガ異ル事ヲ’主張セラレテ届ル．氏ノ分類ハ
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 1．各型人血球二期シテ著シギ凝集倣ノ墾異ヲ示サナイモノ・

 2．A型及AB型血球二勤シテ凝集慨ガ帯シク高ク，B型及O型血球二対シテ凝集便ノ著

シク低イモノ．

 3．皿型及AB型人血球二対シテ凝集憤高ク，A型及0型血球二対シテ著シク低イモノ・

 4．A型，B型及AB型人血球二対シテ何レモ高イ凝集慣ラ示シ，0型血球二勤シテノt

低イ凝集贋テ示スモノ．

 5．O型及皿型血球二対シテ高イ凝集慣テ赤シ，A型及AB型血球二磐シテ低イ凝集贋テ

爪スモノ．

 而シテ牛血清ハ比ノ申二於テ第二及第五ノ分類二厩スル血清ガ比較的多数二見出サレル事

ヲ報告セラレテヰル．動物血清ノr型的差異」ヲ組織的二研究シ，之ニョツテ動物テ分類セン

｝シタモノハ，賢二上滋博士，宮崎博士等デアツテ，動物ノ血清學的分類上大二貢験スル所

アルモノテアル．

 余モ叉之等先輩諸氏ノ駿尾二附イチ少シク實験テ試ミタノデ麦二報告シ檬ト思フ．

第二章費験方法

 1，生血液ハ属場ヨリ得タ．室温二於テ血滴チ分離篶遠心順二1回装置シテ。透明ナ血清テ得テ之ヂ

56℃ノ温浴中二30分間加温非働憧ニシテ實験二供シダ．

 2，人血球ハ汎凝集反騰並二血球ノ陳蕾二基ク被凝集便ノ低下ヲ・防グ日的テ以テ必ズ新鮮ナモノチ使用

シダ．掬血球ハ豫メ1．5％ノ制二施脇酸曹達テカロヘタ生理的食聰水ニテ凝固テ防ギ，之チ］両生理的食堕

水ニテ洗瀦シ，1％ノ血球生理的食麗水浮游液チ作ツチ使用シ，同一型ノ血球ハ必ズ2人以上ノ血球テ用

ヒテ凝集硬テ横シテ成績ノ記載ニハ之カ叩均値デ表ハス事ニシタ．

 3，凝集反躍検査ニハ運頼ホール硝子チ使用シダ．師チ血清チー列ノ試験管二逓減的二稀爆シ，砺要ノ

籔ダケ酉巴列シダ蓮頼赤一ル硝子ノ窩上二，稀鐸セル血滴チ各2滴宛滴下シ’之二1％血球浮涛液チ各1滴

宛加＾，浦子板チ捨リ動力シテ血清ト血球トテヨク混和セシメ，時々浦千板チ揺リ動力シヅ・30分後…於

テ英ノ凝集反瞳チ検査シダ．結果ノ判定ハ生トシテ肉眼ヲ‘以テシタガ，微弱ナ場合ニハ顕微鏡丁二於テ検

シダ．成績ノ記載ハ凝集ノ程度二礎ツチ・（拙）ハ強度ノ凝集・（什）ハ中等島（十）ハ弱度・（±）ハ肉眼ニ

テハ不著明デアルガ顕微鏡下ニテ検スル時ハ陽性ナル事ヂ畑ル程度，（一）ハ陰性チ表ハス事ニシタ。

 凝集反麟旛行晦ハ室温二注意チ沸ヒ必ズ摂氏20度以上二於テ賀験チ行ヅタノフアルカラ低温二於デノミ

凄現スル’自家血球凝集長騰ハ充分之チ遊ケ得ラレタモノト信ズル次第テ7ル・

第三車 賓 験 成 績

           第一節 生血清ノ各型人血球二対スル凝集使

 本論文ノ緒言二於テ余ハ動物血清中二含有セラレテヰル異種血球凝集素ノ鐸集慣ガ，英ノ

際使用スル血球ノ被凝集性ノ個人的差異チ凌駕シテ血球ノ型二役ツチ「型特異的」ノ差異テ示

ス事テ遊ベタノデアルガ，同一血清二対シテ多藪ノ各型一血球ヲ作用セシメテ葉ノ個性二体ル

被凝集貨ノ差異ヲ観察スルノモ亦無意義デハナハ思7ノデ1例二就テ表示スル．
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第1表生血清（No．1）二対スル多数人血球ノ被凝集慣

血清稀躍倍数
血液型 姓名 一■■一      ■  一皿      L山上0        1止      ⊥       o    1皿川   ⊥      一〇I一…I■…一一1

1    2    4    8   i16   32   64   128  256  512

笹島 什十十十 一   一    一    一    一    一    一

早川 什井十 一     一     一     ■     一     ■     一

直江 什什十 一     一     一     一     一     一     一

小坂 什十十土 一   一    ■    一    1一一・   i

0型 中川 什十十十，士 一   I    一    ，一一   一    一

岡 朴仲十土 一    一    一    一    一    一

カロ藤 什十十代十 一     一     ■     一     一     ・

中村 十十十十十十 一     一     一     一     ・     一

高村 十十井十十 一     一     一     □     一     一

水谷 什拙糾冊什十十
■       一     一

河合 柑冊排拙仲井十 一     ロ     一

吉囲 佛柑拙柵冊什十 一     一     一

越田 拙拙冊什十十十十 ■     一     ■

安田 糾冊朴十十代十十 一     一     一

A型
瀧谷 冊冊糾十十代什十十 一     一

西野 耕榊什柵柑什十十 一    一

河村 柵榊鼎州冊什什十土 一

辻 冊排榊冊冊糾榊丹十 一

上田 冊柵拙什冊rH＋什十十 一

米林 朴冊朴十十 ‘     ■     一     ．     ・

岩村 仲仕什十十 一     一     一     一     一

左澤 糾柵榊拙十十十 一    一    ・    一

理型 鶴見 冊什冊拙・H・十 一    一    一    一

吉倉 柵糾冊拙什十± 一    一    一

久世 冊拙柑榊冊仲十 一    ■   一

松本 ・冊柵什柑十十代十 一    一   ．

中村 耕拙柑耕什十十 一    一    ■

水野 冊糾榊冊什十十
一     ■     一

林 榊糾冊冊拙什十 、    一    口

AB型 北村 拙柵柵朴柵冊什十 一     ■

笠原 糾冊柵冊冊十十代十 一    一

繭 糾冊冊冊榊柵十十十十 一

今非 冊柑．榊柑拙州料十十 一
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 第1表二示ス如ク，Nr．1．牛血清二部シテO型血球9例，A型血球10例，B型血球7例，

AB型血球7例ノ被凝集贋ハO型血球ハ最高8倍，最低4供稀緯血清迄凝集反騰陽性ノ程度

デアルーA型血球ハ最高256倍，最低64倍血清稀緯迄凝集反癬陽性ノ程度デアツタ．B型血

球ハ最高64倍，最低16倍，AB型血球ハ最高256倍，最低32偶迄凝集反騰陽性ノ程度デアル．

而シテ英ノ凝集質ノ血液型二対スル開係テ見ルニA凝集原テ有スルA型及AB型血球二部

シテ凝集贋最モ高ク，A凝集原ヲ有シナイB型及O型血球二野スル凝集贋之二次ギ，英ノ

血液型二体ル差異ハ明カニ血球ノ被凝集性ノ個人的差異ヲ凌駕シテ届ル事テ認メ得ルノデア

ル、（余ノ實験二於テ使用スル「凝集贋」ハ厳密ナル意味二於テハ員ノ凝集債テ示シテ居ナイ

ガ便宜上，血清ノ稀緯度テ皿テ凝集贋トシテ記載シテアルモノデアル）．

 第2表乃至第6表二示スガ如ク，纏敷仰頭ノ正常牛血清ノ各型人血球二対スル凝集便テ強

スルニ，英ノ殆ンド総ベテノ血清ハ人血球二野スル凝集素テ含有シテヰル．而シテ薬ノ凝集

便ハ血清原液ヨリ最高128倍編潔血清ノ程度デアル．耐シテ各型人血球二対スル凝集贋ガ略

等シイモノモ多数アルガ，特二或ルー定ノ型ノ人血球二靭シテ八人血球ノ被凝集性ノ個人的

       第 2 表            第 3 表

凝   集． 償

生血清

番號
○型1A型 皿型 AB型

1     皿

3 16 16 16 16

4 16 16 ユ6 16

6 5 5 5 5

1O lO 10 lO ユ0

11 10 1O 1o 10

12 10 10 10 IO

14 10 10 10 10

16 I0 1O 10 10

20 10 10 10 10

22 60 60 60 60

23 1 ＝1一 1 1

24 40 40 40 40

25 10 10 1o 10

27 40 40 40 40

29 10 10 10 10

30 1 1 1 1

31 20 20 20 20

33 5 5 5 5

35 20 20 20 20

36 40 40 40 40

38 20 20 20 20

39 128 128 128 128

40 5 5 5 5

41 20 20 20 20

43 1o 1O 10 ユ0

47 20 20 20 20

凝  集  慣
牛血滴

番號
○型  A型  児型 AB型

1 8 128 32 128

2 16 64 16 32

5 5 40 5 40

7 5 60 5 60

8 40 60 20 60

26 20 40 20 40

28 40 120 40 120

32 10 40 10 40

34 0 5 0 5

37 10 20 1 10 20

48 1O 20i1O 20

第 4 表

凝  集  僚
牛血蒲

一

番鑓
・型1・型1皿型1・・型

一                   一』     1I              」                   ■    I       1

9 40 40 80 80

】5 20 20 40 40

45 40 40 80 60
6

【1lo】
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第5表

生血清
．費．．壁．

13

17

23

42

46

 凝   傾
．・ ﾆ1・型一 u一理1・・型

    40
    80
    80
    10
    10

第6表

生血蒲

19

44

凝 集 慣
○型

20

40

／・型い型1・理

10

20

20

40

20

40

第 7 表
血清特性 血清稀緯借藪
ニヨ，レ 生血清 人血球 一  簡  I■I■門I ■■II  一

分類
5   10   20   40   60   80   120  160

O 冊料十十 一     一     一     一

A 新井十十 一     一     一     一

I型 第24號
B 拙什十十 一     一     ■     ・

AE 什什十十 一    一    一    ■

O 十 一   一    一   ．    ■   一    ｝一

A
■型 第7號

把 1■平111
A丑 冊十十代十十 一   一   一

0 冊柵什十 一     一     一     一

A 冊州料十 一     一     一     一

皿I型 第45號
B 拙冊借料  一一
AB 州什榊什   一一
O 一     一     ．     ■     一     ■     ■     ■

A
IV型 第17號 什什・1一一一一一

lB

A丑 ÷←÷千111
0 ・什・1一一一一一
A

V型 第19號
什十1一一一

一     一     ・
正；

十十十十 ■     一

AB 甘十十 一   一   ■    一    一

差異テ篭二超越セル「型特異的」ノ差異テ示スモノガ多数ニアル．斯様ナ血清ノ各型人血球

二野スル凝集贋ノ「型特異的」ノ差異テ目標トシテ正常牛血清ヲ分類シテ見ルト次ノ榛ニナル

         【111】
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ノブ’アル．

 第一類．各型人白球二対シテ略等シイ凝集贋テ系スモノ．（第2表）

 之ノ型二属スル血清ノ1例テ祭グルナラバ第7表ノI二示ス如キモノデアツテ，斯様ナ血

清ハ26頭デ総数ノ55％二相當スル．

 第二類A凝集原テ有スル人血球二割シテノミ特F高イ凝集便テ示スモノ．（第3表）

 英ノ1例テ撃ゲルナラパ第7表IIノ如キモノデァツテ，斯様ナ血清ハ11頭デ総数ノ23％

二相當スル．

 第三類．B凝集原ヲ有スル人血球二勤シテ0型及A型血球ヨリモ梢高イ凝集贋テ赤スモ

ノ（第4表）．

 斯様ナ血清ノ1例テ撃ゲノレナラバ第7表mノ如ヰモノデァツテ，繰藪47頭ノ中3例デ約

6％二相當スル．

 第四類．0型人血球二聾シテノセ低イ凝集贋ヂ示シ，他ノA型，B型及A児型血球ニハ

高イ凝集憤テ示スモノ．（第5表）．

 斯様ナ血清ノ1例テ祭グルナラバ第7表IV二示スガ如キモノデアツテ，47例中5例ガ之

二鰯シ，約10彩二相當スル．

 第五類．0型及丑型人血球二勤シテ，A型人血球二列スルヨリモ稿高イ凝集贋テ示スモ

ノ（第6表）．

 英ノ1例チ撃グルナラバ第7表Vノ如キモノデアツテ斯濠ナ血清ガ2例デ鵜藪ノ約4岩

二相當スル．此ノ場合二於クル凝集慣ノ「型的差異」ハ著明デナイ．

 以上述ベタ如ク，牛血清ノ人血球二勤スル凝集贋ノ「型特異的差異」テ目標トシテ牛血液テ

五型二分類スル事ガ出來ル．

 斯簾二動物血清ノ人血球二勤スル凝集憤ノ「型特異的差異」テ目標トシテ動物血清ヲ五重二

分類スルコトハ夙二上道椿一博士（5｝，水差登利博士＝6）及水博士及余ωノ試ミタ麗デアツ

テ，今回余ノナシタ生血清二就チノ成績モ叉斯様ナ分類ガ適當デアル事テ追讃シタノデア

ル．今後釜々「型的姜異」ニコル各種動物血清ノ分類ハ有意義テルモノデァラウト信ズル．

        第二笛 正常牛血清中二人血球ノ型特異性異種血球凝集

            素ガ含有セラレテヰルカ否カニ就テ

 前節二於テ遊ベタ如ク正常牛血清ノ各型人血球二対スル凝集贋八人血球ノ型ニヨツテ著明

ナ「型特異的差異」テ示スコトハ，正常牛血清ガ人血球二対シテ種族特異性異種血球凝集素ヲ

有スル以外二荷人血球ノ型特異性ノ異種血球凝集素テ含有スル事テ推定セシメタノデアル

ガ，更二各型人血球チ皿テ吸着試験テ試ミルナラバ荷一暦顯著ニナルデァロウト考へ之ガ實

験テ行ツタ．

  實験方法

 非働性トナシタ生血清ノー定稀繰液一定量二，生理的食麗水テ貝テ数回遠心法漁シダ沈澱血球テ血清ト

等量二加＾テ目ク混和セシメ，室温二1時間乃至2時間放置シ，英ノ閻時々鯉ク振撮シ，之チ遠心機二装

                  【m2】
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置シテ典ノ上蒲チ深リ，之二就テ各型人血球二勤スル凝集慣テ測定シ，慶置シナイ血清ノ夫レト比較シ

ダ．

  實験威綾

 第8表乃至第”表二示スガ如ク，生血清八人血球二対シテ種族特異性異種血球凝集素テ有

スルト同時㍉或ル種ノ牛血清二於テハ

 L人血球ノAレツエプトル」二軸スル型特異性異種血球凝集素テ有スルモノ（第10表及

第1i表）．（の

 2．人血球ノBレツエブトール」二勤スル型特異性異種血球凝集素ヲ有スルモノ（第14表）

（β’）

 3．人血球ノAレツェフトール」二対スル型特異性異種血球凝集素トBレツェフトール」二

謝スル型特異性異種血球凝集素げ同時二有スルモノ（第12表及第13表）．（α’β’）

 4．英ノ何1ノモ育シナイモノガアル．（。）（第8表及第9表）

        第8表  No．24生血清ノ人血球ニコル吸着試験

慶 置 前 ○型人血球ニテ吸着 A型人血球ニテ吸着 二B型人血球ニテ吸着

O ・・
P・ 巫 B 0 0 A A B B ・1・卜・1・1・ O O A A B 丑

5 拙 拙

 ；什．

什 柵 冊 一 一 一 ■ 一 一 一 ■ 一 ・ 一 一 ・ 一 一 一 一 ■

1O 什 仲 什 十十 什 什 一 一 一 一 一 ｝ 一 一 ， ・ 一 一 、 一 一 ・ 一 ・

20 十 十 十 十 十 十 一 一 一 一 一 ■ ■ 一 ■ 一 ・ 一 ． 一 一
口’
一 一

40 十 十 十 十 十 十 一 一 一 一 一 一 一 一 ， ・ 口 一 一 ■ 一 一 一 ・

60
一 一 ■ 一 一 一 一 一 一 一 一 一 ． 一 一 ・ 一 ■ 一 一 一 ・ ■ 一

80 一 ・ 一 ・ 一 ■ 一 一 一 ・ 一 一 一 i ■ ・ 一 一 一 一 一 一 一 一
120

一 ■ ■ 一 ． ・ 一 一 ■ 一 一 一 一 一 ■ ・ 一 一 一 一 一 口 一 一

160
一 一 一 一 一 一 、 一I 一 一 一 一 一 一 一 ・ 一 一 ・ 一 一 一 一 一

策g表  N・．22牛血清ノ人血球ニコル吸着試験

轟。11号、1常芹常芦1㌣1箒
5 拙柵糾柵冊什
10   ＋ト 十十 十十 十十 十十 十十

20 什什十十代什甘
40    －I一 一ト →・ →一 一ト  →■ ■

60   ：I＝ 一ト ート →一 一ト  ート 一

80   一  一  一  一  ・  一

120

160

一＿
@一  r＿L

  ＿    ＿L

1一

rl
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No．5牛血清ノ各型人血球ニコル吸着試験

慶 置 前 0型人血球ニテ吸着 A型人血球ニテ吸着 皿型人血球ニテ吸着

O ・・
堰E
屑 B ・1・ A A B B O ・1・ A B1B

  ’O O A

A B B

5 十 十 冊 柵 十 十 ． ■ 冊 什 一 ・ ・ ■ 一 一 ． 一 ． 一 甘 什 ・ 一

10
一 一 什 甘 ± 一 一 一 什

十十

一 ． 一 一 一 ■ ・ 一 一 ■ 什 什 ・ ■

20
一 一 什 十 ■ 一 ， 一 十 十 一 一 一 一 一 一 一 一 ■ ． 十 十 一 一

40
． 一 十 十 一 一 ■ 一 ± 一 一 一 一 一 一 一 ． ・ 一 一 十 ± ■ 一

60
□ 一 一 ■ 一 一 一 、 一 一 ・ 一 一 ■ 一 一 一 一 ・ 一 ■ 一 ・ 一

80
一 ■ 一 一 一 □ 一 一 一 一 一 ■ 一 一 ・ 一 一 ■ 一 一 一 一 一 ■

120
一 一 一 ■ ■ 一 I 一 一 一 ・ ■ 一 一 一 一 一 一 一 一 ■ 一 ・ 一

160
一 ■ 一 一 一 一 ， 一 ． 一 ・ 一 一 一 一 一 ． ． 一 一 ・ 一 ・ ・

第11表 No．7生血清ノ各型人血球ニコル吸着試験

慶 置 節 ○型人血球ニテ吸着 A型人血球・＝テ吸着 遍理人血球ニテ吸着

0 O A A 1B 巫 O O A A ：B B O 0 A A B B O 0 A A B B

5 十 十 柵 什 十 十 一 一 柵 柑 一 口 ■ 一 一 ． ■ 一 ・ 一 耕 掛 一 一

10
一 一 料 甘 ■ 土 ■ 一 廿 什 一 ■ 一 一 ＾ 一 ・ 一 ■ 一 料 什 ■ 一

20 口 一 朴 什 I 一 一 ・ 什 十 一 一 ． ■ 一 一 ■ 一 一 口 什 什 ■ ・
40
一 ． 什 十 一 ・ 一 一 十 十 一 ‘ 一 一 ・ 一 一 一 ・ ・ 十 十 一 一

一

60
一 一 十 十 一 一 一 一 ± 一 ． 一 一 ・ 一 一 一 ・ ・ 一 一 ． ■ 一

80
一 ・ 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 、 一 一 ■ 一 ． 一 一 一 ・

120
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 ． 一 一 一 一 ■ 一 一 一 一 一 一 一

160
・ ・ 一 一 一 一 一 一 一 一 一 口 一 一

．

｝ 一一 ・ ■ 一 一 ■ 一 一

策i2表 No．17生血清ノ各型人血球ニコル吸着試験

慶直前 0型人血球ニテ吸着 A型人血球ニテ吸着 B型人血球呈テ吸着

。・・川
P・ ・1… 把・ 0 0AA 巾。 0 AA B 丑

5 一 土 → →

 ■冊

併 一 一 丹 什
拙・ 冊 一 一 ■ 一 冊 榊 一 一 仲 什 一 一

1O 一 一 十 井
冊一 冊 一 一 十 十 拙 朴 一 □ 口 ■ 冊 冊 一 ■ 十 十 ■ 一

20 一 一 十 十 井 甘 ■ ‘ 土 十 什 什 一 ■ 一 ｝
十十 什 一 一 士 十 ■ 一

40
■ 一 一 十 什 什 ■ ■ 一 一 十 什 一 一 ’ 一 十 十 ・ 一 一 ・ 一 一

60
一 一 一 一 十 十 ■一 一 一 1 十 十 一 一 一 一 ± 十 一 一 一 ・ ・ 一

80 一 一 一 一 十 ± 一 一 ■ 一 一 一 一 ■ ・ ・ ■ ■ 一 一 ■ 一 ■ 一

120
一 一 ■ ■ ■ 一 口 ■ ‘ 一 一 一 一 一 一 一 ■ 一 ・ 一 一 □ ・ 一

160
、 一 一 ・ 口 一 一 ■ 一 一 一 一 一 一 一 ． 一 一 一 ■ ・ ■ ■ 一
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第13表 No．46生血清ノ各型人血球ニコル吸着試験

慶置醐 人0ニテ吸着 人Aニテ吸着 人I…ニテ吸着

O A
・」・・ O A B A丑 O ABAB O A BAB

5
一 冊 丹 拙 一 柵 什 冊 ■ 口 丹 → 一 拙 一 榊

工O
一 什 十 仲 ・ 什 十

十十

一 一 十 十 一 什 一 料

20
一 什 一 什 一 十 一 十 一 一 ． 一 一 什 ． 十

40
■ 十 一 十 ’■ 十 一 一 ． ■ 一 一 一

十 I 一
60 一 一 一 一 ■ 一 一 一 一 一 一 一 一 口 一 一

80
一 一 一 ■ 一 ・ 一 一 一 一 ■ 一 一 一 一 一

120
■ 一 一 一 一 ・ 一 一 一 一 一 一 ■ 一 一 一

160
■ ■ 一 一 一 一 一 一 一 一 ■ 一 ■ ■ ＾ 一
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第14表 No．45生血清ノ各型人血球ニコル吸着試験

慶直前 人0畠テ吸着 人Aニテ吸着 人丑ニテ吸着

0 A 丑AB O A 1BA届 O A E A丑 … 1畑
5 冊 柵 冊 州 ・ 一 冊 冊 一 ・ 柑 冊 一 一 一      ・

10 舳 州 糾 冊 一 一 冊 什 一 ・ 榊 什 一 一 一 一

20 冊 什 柑 拙 一 一 什
十十

． 一 什 什 一 ■ 一 一

40 十 十 什 甘 一 ■ 十 十 一 一 甘 十 一 一 ・ 一

60
一 一 什 十 一 一 十 ■ 口 一 十 一 ■ ． 一 一

80
一 一 十 一 一 一 一 ・ ■ 一 一 一 一 一 一 一

120
一 一 一 ■ 一 一 一 一 一 一 一 ・ 一 ■ 一 ■

160
一 一 一 一 ・ 一 一 I 一 一 一 一 ■ 一 一 一

      第三節 生血清申二含有セラ1ノル人血球ノBレツェフトー

           ル」二部スル型特異性凝集素二就テ

 生血清ノ或ルモノニ於テハ人血球ノBレッエプトール」二対スル型特異性凝集素チ含有ス

ル事ハ第2節二於テ述ベタ鹿デアル．

 家兎血球八人同種血一球凝集素βト結合スル性質テ有スルコトハ既二周知ノ事デアツテ，家

兎血球中ニハ人血球ノBレツエブトール」｝類似バ性質ガアルモノト想像セラレテヰルノデ

アル、余モ叉「人血液型ノ立場ヨリ見クル人血液ト各種動物血液トノ相互開係二就テ」ノ研究

二於テ此ノ事費テ認メタノデアル．

 価テ生血清（人血球ノBレヅエプトール」二列スル型特異性凝集素テ含有スルモノ）中ノ人

血球ノBレツェフトール」二対スル型特異性凝集素八家兎血球ト結合スルカ否カテ検スル事

ニシタ．（吸着方法ハ前節ノ場合ト同様デアルカラ省略スル）．
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     第 15表
No．17牛血清ノ家兎血球ニョル吸着試験

虜直前 家兎血球ニテ吸着

O A E A遍1家兎 0 A I… AlB家兎
一    〇

…
5
一 什 柵 榊 十 ■ 什 柵 拙 一

lo
一 十 冊 冊 一 一 十 糾 榊 一

20
■ 十 什 甘 一 一 ± 什

十十

一

40 一 一 什 十 一 ■ 一 什 十 ■

60 一 □ 十 十 一 ・ 一 十 一 一

80
■ 一 十 一 一 ． 一 ■ 一 一

コ20
、 一 一 一 一 ■ 一 ■ ■ 一

160
一 i 一 一

一 一 一 一 一 一 一

     第 16表
No．45生血清ノ家兎血球ニコル吸着試験

潟稀腰度＼

虜直前 家兎血球ニテ吸着
一OlA

一          一  ■

EA残兎 O A B All； 家兎

5 朴 糾 冊 俗 拙 柵 冊 冊 柑 一

1o 冊 冊 冊 冊 什 冊 拙 冊 俗 ■

20 什 甘 什 榊 十 そ十 什 柵 什 一

40 十 十 せ 什 ± 十 十 料 十 一

60
一 一 什 十 一 一 一 十 I 一

80
■ 一 十 一 一 一 一 一 一 一

工20
． 一 一 ■ 一 一 一 一 一 一

160
一 ■ 一 一 一 一 一 一 一 一

 第15及16表呈示ス様二血清テ家兎

血球ヲ以テ吸着シク後モ各型人血球

二対スル凝集優ハ吸着シティモノト

殆ンド差異カナク，殊二人血球ノB

レツェフトール」二割スル型特異性

凝集素モ殆ンド影響ガナカツタ．

 由是観之，家兎血球八人同種血球

凝集素βト結合スルケレ共生血清中

二存スル人血球ノ頂レッエブトー

ル」二列スル型特異性凝集素β’トハ

結合シナイモノデアツテ，之二体ツ

チ人血球ノBレツェフトール」ト家

兎血球中二存スル人血球ノBレツ

エプトール」二類似ノ性質トハ金ク

同一ノモノトハ考ヘラレナイ．

  第四節 人同種血球凝集素

  ノ生血球二体ル吸着試験

 拙著「人血液型ノ立場ヨリ見タル

人血液ト各種動物血液トノ相互關係

二就テ，第一報」二於テ各種怖乳動

物血球チ以テ人同種血球凝集素ノ吸

着試験テ行ヒ，英ノー成績i二就テ詳述

シタカラ本節二於テハ極ク簡単二述

ベル事ニシタ．

  實験方法

 0型人血清（同種血球凝集素岨及βチ含有ス〕ノー定稀緯液一定量二数回生理的食麗水ニテヨク洗浄シダ

牛血球ノ沈澱ヂ血清ト等量二加へ，室温二1時間乃至2時間放置シ。之テ遠心機二装置シテ上清チ撮リ，

之二就テム型及二B型人血球二割スル凝集債テ測定シ，慶置シナイ血滴ノ夫レト比較シダ、

 第17表呈示シダ如ク，7頭ノ生血球チ以テ夫々O型人血清テ吸着シク慶，生血球ハ殆ッド人同種血球凝

集繋叶ハ糠含セスシテ瀞二人同種血球凝集繋βト結合スル事テ甑メタ．

 生血球八人同種血球凝集素βト結合スルガ敬二九テ人血球ノBレツエプトール」二類似ノ

性質ラ有スルモノト考ヘラレルノデアルガ，第2節二遡ベタ檬二牛血清中ニハ睡々人血球ノ

＝Bレツエプトル」二対スル型特異性ノ凝集素ヲ含有スルモノガアルノテ見レハ生血球中二

存スル人血球ノE lノツェフトール」ト類似ノ性質ハB lノツェフトール」ト全ク同一ノモノデ

パナイ事ハ明カデアル．
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．第17表 0．型人血清中ノ同棲血球凝集素ノ生血球ニコル吸着

  前後ノA型及B型人血球二局スル凝集反騰

凝集反鰹

{行時
血清稀騨借款血球審號

標準
結

｝5    10   20   40   80   160  320  640

吸着前
A皿

I

冊什什十十十十一一
罇ﾙ柑什什十一一k’■■．

吸着後
A丑

拙柵什十十土＾一
菇p十一一一一一

吸着前
A遇

II
冊耕什料十十一一
絈ｹ冊什十十十一一@     ’                ■

吸着後
AE

冊柵什什十十一一
繒Y十十一一一一

吸着煎
A1B

冊冊什什十十一一
絜叶ﾙ什十十十一一III

吸着後
AB

冊柑什什十±一一
苡Y十士ロー一一

吸着前
AB

IV 一

冊柵柵仲仕十一一
絈ｹ糾榊什十十一g｝L          一   ■1    ’■’⊥［        ■．1一山』

ﾙ柵冊什十±一一羽∫O十一一一一
吸着後

A1B

吸着前
AB

V
耕冊糾什什十一一
B榊拙糾什十十一@■’  山  h一…川…」’■一  L，1’一

吸着後
AE

拙拙什什十±一一
¥十十十十十一一一一

吸着前
A丑

朴科料丹十一一一
絜鰹Y十十十一一一VI

吸着後
A理

冊糾什什十に一一
d十一一一一一一

吸着前
A工…

榊朴什甘十一一一
綠k什什十一一一VI亘

吸着後
AB

朴柵什什十一一一
Eトト十一一一口一一

第四章鶴括及結論

以上ノ實験ノ結果ヲ総括的二述ベテ本研究ノ結論トスル．

1．生血清ノ各型人血球二対スル凝集便八人血球ノ型ニヨツテ著明ナ「型的差異」ヲ示ス．

コレハ生血清中二人血球ノAレツユプトール」二対スル特異性凝集素（與’），或ハBレツエプ

トール」二対スル特異性凝集素（β’）テ含有シテヰルモノガアル爲デアツテ共ノ存否如何ニヨ
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ツチ凝集債ノ「型的差異」ガ生ズルノデアル．コレテ目標トシテ分類スルトキハ生血清八五型

二分類スル事ガ拙來ル．仰頭ノ生血清二就テ之デ校シダ結果

 1．各型人血球二略等シイ凝集慣テ糸スモノ（55％）．

2．Aレツェフトール」テ有スル人血球ニノミ牲二高イ凝集贋テ示スモノ（23％）．

 3．B lノツェフトール」テ有スル人血球二部シ，他ノ型ノ血球ヨリモ梢高イ凝集贋ヲ示ス毛

ノ（6％）．

 4．0型人血球ノミニ低イ凝集贋テ示シ，他ノ型ノ血球二勤シテ高イ凝集慣テ示スモノ

（10％〉

 5．O型及B型人血球二勤シA型人血球ヨリモ稻高イ凝集｛質テ示スモノ（4％）．

 以上ノ如ク五型二分類スル事ガ眺來タ．

 2．生血球ハ常二人同種血球凝集素βト総合スル性質テ有シテヰルガ，σトハ結合スルモノ

ハ殆ンド認メラレナカッタ．期ノ馳ヨリ見テ生血球八人血球ノ遍レツエブトール」ト共通ノ

部分的凝集原ヲ有シテヰルモノト見微サレルゲレドモ，生血球ノ型的構造八人血球ノ皿レツ

エプトル」トハ全ク同一ノモノデパナイ．何ハナレバ牛血清ノアルモノハ順々人血球ノ

Bレツエブトール」二靭スル特異憧凝集素（β’）ヲ含有シ．英ノ血球八人同種血球凝集素βト

結合スル憧質ハアルガβ’トハ結合シナイカラデアル．

 本研究ハ主トシテ舌蜘教授ノ御指導ノ下二行ヅタモ／プアル．滋二同教暖二深謝スルト同時㍉本研究

中縄ユズ鞭燵敵勧セラレ且ヅ御臓闘ヲ．賜ツタ恩師大里，古畑繭教授二衷心ヨ可感謝ノ意チ表スル次第デア

ル．
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集反膿ノ曜的差異」雄二英ノ腱月二就テ，附錨血清ノ抗B凝集作用二就テ．犯罪醐雑誌，第4替，第

2號，39－63頁，昭和6年3月。  6）本美登利，豚血球ノ型特異性ミ動テ．金澤轡科大學十全

會雑誌第36魁第4號，876－902頁，昭和6年4月．   7）水，水谷，家兎血液二於ケル同種

血球凝集反醸及冤疫同種血球凝集素ノ産生二就テ。金澤轡科大學十全奮雑誌，第36審，3鵠昭和6

年3月．   8）古畑種墓，血液型ト親子鑑定．指紋撃，昭和5年12月蟹行．

【m8】


